
オープンループゲインの伝達関数を求める。（PD、FPの伝達関数を求める。） 
＊L-回路の伝達関数（2007/07/23測定） 
① 
Phase（位相からフィルタパラメータをフィットして求めた。） 
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用いた。は②で　 めた値を用い,は①で求,,,
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Gain（今までに求めたフィルタパラメータを固定してゲインをフィット） 
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＊オープンループ伝達関数から PDと FPキャビティの伝達関数を求める。 
 
フィッティングに用いた伝達関数 
ⅰ. L-回路の伝達関数 
前述の値と理論値（ゲインアップなど）を用いた。高周波の補正のために 80kHz のロ
ーパスフィルタを加えた。 
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（理論値）

（理論値）

 
ⅱ. アクチュエータの伝達関数 
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ⅲ. FPキャビティの伝達関数 
 2007/02/19に測定した clgから olgを求め、フィットする。 
 



 
 
Phaseから FPキャビティのカットオフ周波数を求めると、 
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ⅳ. PDの伝達関数 
ゲインから 
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フィッティングより  


